
　テレビや新聞報道等でご承知とおり、国内におい

ても新型インフルエンザの感染拡大や死亡例が多々

報告されています。

　特に、糖尿病や透析患者、ぜんそくなどの基礎疾患

を持つ方、妊婦さんなどは重症化しやすく、注意及び

慎重な対応が必要です。小児がインフルエンザ脳症に

なる事例も報告されました。

　また、９月 15 日には、沖縄県で基礎疾患等のない

新型インフルエンザ患者の女性（24）が死亡し、大

阪府の男性（45）とあわせ２例（※）が報告されて

います。

　今一度、新型インフルエンザに対する確認と、感

染拡大の防止に努めていただきますよう、お願い致

します。

注
意

　家庭で行う新型インフルエンザ等の
　感染予防策！

【予防法の基本は、マスク・手洗い・うがい！】

◆咳やくしゃみ等の症状がある人は、マス

ク着用を！

◆手洗いやうがい等を積極的に行いましょう。

◆不要不急の外出は避けましょう。

　急な発熱、のどの痛みなど
　新型インフルエンザ感染の疑いがあるときは？

【電話相談窓口】

　　◆嘉穂保健福祉環境事務所（保健所）

　　　☎２１ ‐ ４９７２
　　　　　※８時 30 分～ 17 時 15 分まで（土日・祝日を除く）

【医療機関に行くとき】

　　◆一般の医療機関で診療を行っています。

　　　 ※但し、次の二つを必ず実行してください。

① 事前に受診する医療機関に電話で確認し、
医療機関の指示に従ってください。

② マスクを着用して受診してください。

感染拡大の防止に努めましょう！

新型インフルエンザが流行しています！

　インフルエンザ脳症について

【インフルエンザ脳症の症状】

◆「呼びかけに答えない」などの意識レベ

ルの低下がみられる。

◆ けいれんが 30 分以上続いたり、くり返した

り、けいれん後に意識障害が持続したりする。

◆ 意味不明の言動がみられる。

　※発熱した日や翌日に発症しやすい。

【症状がみられたときは？】

◆早期に、医療機関で受診してください。

※一部の解熱剤は、インフルエンザ脳症を
悪化させるので、解熱剤は必ず、医師に
相談して使用してください。
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